
令和２年８月２１日

社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会
宮城県 説明資料

■復興道路 三陸沿岸道路 （仮称）気仙沼湾横断橋 （提供：国土交通省 仙台河川国道事務所）

宮城県知事 村 井 嘉 浩

資料２
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本日の内容

１ 新型コロナウイルス感染症による県内の影響

２ 高速道路施策に求めること
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1 新型コロナウイルス感染症による県内の影響

（１）県内の感染状況

（２）地域経済の影響

（３）交通機関の影響



宮城県（１）県内の感染状況
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2/29
県内初の
感染症陽性者

４/３
知事から県民へ
外出自粛を要請

緊急事態宣言

・ 4/16 ：「緊急事態宣言」の対象区域が全国に拡大
⇒知事が外出の 自粛及び催物の開催自粛を要請（4/17）

・ 4/21 ：施設の使用停止及び催物の開催停止の要請等（4/25～5/6）
・ 5/14 ：39県の「緊急事態宣言」解除（本県を含む）

4/16 5/14

R2.7月末時点
160人

資料：宮城県新型コロナウイルス感染症対策サイト

6/19
移動解除

第2波
兆候

県内陽性者数 検疫所確認患者 累積陽性者数
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宮城県

【非製造業】…BSI：-58.9（「宿泊・飲食」，「娯楽」が悪化）
・ 県内延べ宿泊者数（前年同月比）

⇒４月:▲80%，5月:▲84％，6月:▲62%
・ 休業要請期間中（4/25～5/6）の宿泊施設:全館休業（7割弱）

（２）地域経済の影響

5資料：法人企業景気予測調査結果（財務省東北財務局），みやぎ観光振興会議（宮城県ホテル旅客生活衛生同業組合調べ）

■法人企業景気予測調査結果（令和２年４－６月期） 宮城県分

2004 05 10 15 19 20年

リーマン・ショック後
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東日本大震災後
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見通し

景
気

判
断

指
数

（
BS

I)
※

10.0

0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲40.0

▲50.0

▲60.0

過去最悪

（％）

※景気判断指数（BSI）＝(景気が上昇とした企業の割合) - (下降とした企業の割合)

〇 調査機関：財務省東北財務局
〇 調査時点：令和２年５月１５日
〇 調査対象：資本金1千万円以上の法人企業（宮城県内は193社が対象）

【製造業】…BSI：-45.7（「輸送機械」，「鉄鋼」が悪化）
・ 新車新規登録台数（前年同月比）

⇒４月:▲28%，5月:▲42％，6月:▲19%
・ 新車需要の低迷により，自動車向け鋼材や部品生産も減少

経済情勢の悪化 大打撃を受けた観光業



宮城県（３）交通機関の影響
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仙台塩釜港

仙台空港

【鉄道】
・ 東北新幹線の利用状況(前年同月比)
⇒4月:▲90％,5月:▲91%,6月:▲76%

【港湾】
・ クルーズ船寄港中止(▲12回)
・ コンテナ取扱量は12.9万TEU
（前年同期比91.9％）で微減

・ 世界的な自動車市場の落ち込み等により
自動車部品の輸移出減少が顕著

【航空】
・ 仙台空港の旅客数(前年同月比)
⇒4月:▲86％,5月:▲92%,6月:▲80%

【バス】
・ バス事業者の損害金▲9.7億円
・ 4~5月のバスツアーは全て中止

資料：行政・各団体の公表資料，新聞報道，各事業者への聞き取り

■コンテナ取扱量の推移1-6月期（5年比較）
（単位：TEU)

富谷JCT
利府JCT

仙台南IC

若林JCT

秋田県

岩手県

山形県

福島県

仙台

【高速】
・ 交通量(全体)：大幅減 ⇒ 利用の低迷
・ 交通量(大型)：微減 ⇒ 物流の維持

4/16
緊急事態宣言

5/14
解除

6/19
移動解除

4/16
緊急事態宣言

5/14
解除

6/19
移動解除

■交通量 東北自動車道（富谷JCT～大和IC）

■交通量 東北自動車道（白石IC～村田IC）
（台）

（台）

：交通量の合計（前年6月比）

▲30％▲31％

▲10％

▲29％▲32％
▲14％

R1.6/24~28 R2.4/20~24 R2.5/18~22 R2.6/22~26

R1.6/24~28 R2.4/20~24 R2.5/18~22 R2.6/22~26

4/16
緊急事態宣言

5/14
解除

6/19
移動解除

4/16
緊急事態宣言

5/14
解除

6/19
移動解除

大和IC

村田IC

白石IC

仙
台
東
部
道
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宮城県新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた対応策
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〇 感染の流行
〇 第２波の兆候

感染状況

〇 経済情勢の悪化
〇 大打撃を受けた観光業

地域経済

〇 利用の低迷
〇 物流の維持

交通機関

基本的な
考え方

「新しい生活様式」への対応
（感染拡大の防止） 経済活動の回復 強靭な経済構造の構築

【高速道路施策に求める対応策】

料金所での
接触機会の低減 観光業支援 道路ネットワーク強化

１：第２波，第３波に備えた感染防止対策の実施
２：県経済の回復に向けた幅広い支援策の実施

宮城県新型コロナウイルス感染症対策方針
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２ 高速道路施策に求めること

（１）ETC専用化による接触機会の低減

（２）観光需要の喚起に向けた支援

（３）仙台都市圏における高速環状ネットワークの強化

財源確保に関する提案



宮城県（１）ETC専用化による接触機会の低減
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■県内のETC利用状況(R1時点)

会社 延長 IC スマート
IC

ETC
利用率

料金所

ETC 一般

NEXCO東 238.5km 34箇所 6箇所 88% 106箇所 61箇所

道路公社 18.3km 5箇所 0箇所 83％ 25箇所 3箇所

合計 39箇所 6箇所 86% 132箇所 64箇所

■GW期間(R1)の料金収受員取扱い車両数 《参考》
・ 期間：令和元年４月２７日（土）～５月６日（GW期間）
・ 場所：鳴瀬奥松島IC（宮城県道路公社 管理）
・ 運用：ETC２レーン，一般２レーン
・ 人数：６名交代／日
・ 結果：約４００台／人・日（参考値）

〇 非ETC車のETC利用促進に向けた，ETC車載器の購入費助成等の支援
〇 ETCゲート設置・システム更新等への支援（特に地方道路公社対する助成措置）

※ 国土交通省管理区間は料金所無し（無料区間）
※ 県内全てのICがETC対応済み

・ 14%の非ETC利用車 ⇒ ETCの利用促進が必要
・ 64箇所の一般料金所 ⇒ ETC専用化対策が必要

感染リスク
資料：宮城県道路公社

■県内の高速道路管理者

利用者との接触状況鳴瀬奥松島ＩＣ

※ 一般料金所（有人ブース）で証明書提示等を求める場合の代替措置について配慮
例）原発事故の避難者を対象とする高速道路の無料措置（宮城県では丸森町が対象）
例）災害ボランティア車両通行（令和元年東日本台風で県内の実績有り）



宮城県

仙塩道路(NEXCO東日本)
L=7.8km

仙台松島道路(道路公社)
L=18.3km

唐桑高田道路
L=2.0km
唐桑道路
L=3.0km
気仙沼道路
L=9.0km
本吉気仙沼
L=7.1km
本吉気仙沼Ⅱ
L=4.0km
歌津本吉道路
L=12.0km
南三陸道路
L=7.2km
登米志津川道路
L=16.1km※

桃生登米道路
L=13.8km
矢本石巻道路
L=26.5km

★

★

国土交通省
(無料区間)

気仙沼港IC～唐桑南IC(仮)
⇒L=7.3km 整備中

小泉海岸IC～本吉津谷IC
⇒L=2.0km 整備中

（２）観光需要の喚起に向けた支援
〇 高速道路料金割引制度の拡充，高速道路利用を含む旅行商品の割引支援等による観光施策の後押し
〇 社会資本の要である高規格幹線道路網14,000kmの確実な整備推進（ミッシングリンクの解消）

【安心な観光地づくり推進事業】
・ 安心して観光できるように，

感染症対策を周知(可視化)

10
仙台市

気仙沼市

南三陸町

:震災後開通
※登米志津川道路は

震災前にL=5.0km開通済

提供：南三陸町

命の道 三陸沿岸道路宮城県内
L=126.8km（整備率93%）
R２年度全線開通 予定

【宮城の宿に泊まって地元応援 「せんだい・みやぎ絆の宿キャンペーン」 】
・ 宮城県内在住者限定で県内への宿泊費が最大5千円割引
・ GoToトラベル事業と併用可能

（例）宿泊施設向けステッカー

■三陸沿岸道路の整備状況と整備効果■県の観光施策

東日本大震災

整備率と合わせ大きく回復
⇒地域経済への波及効果 大

400
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50

100

【愛するみやぎドットコム】
・ クラウドファンディングプロジェクト
・ ２割増し利用券を購入し，

宿泊施設や飲食店を応援

三陸沿岸道路整備率

■気仙沼大島大橋の開通
⇒開通した19年の大島観光客は60万人超
⇒NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」舞台

■さんさん商店街の賑わい
⇒嵩上げされた造成地に17年オープン
⇒今年8月に来場者が200万人突破

気仙沼市 南三陸町

整備率と気仙沼圏域の観光客数の推移
（万人/年） （%）



宮城県（３）仙台都市圏における高速環状ネットワークの強化
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仙台塩釜港
(国際拠点港湾)

提供：東北地方整備局仙台河川国道事務所（仙台北部道路期成同盟会説明資料）

■仙台北部地域における製造品出荷額等の推移

仙台

仙 台 東 道 路

仙台北部道路の4車線化による「ぐるっ都・仙台」の機能強化

〇 ウィズコロナにおける社会を支えるため，東京一極集中から地方分散への支援
⇒ 強靭な経済構造構築に向け，仙台北部道路の４車線化による「ぐるっ都・仙台」の機能強化

仙台北部中核工業団地群(県内最大)
団地面積606ha，55社立地

仙台北部道路(暫定2車線)
⇒コロナ禍でも「物流維持」の

役割を果たしていた

■ぐるっ都・仙台の整備状況・主な工場等立地状況

※仙台北部地域（仙台市泉区、富谷市、大和町、大衡村）の合計

4倍

0
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12,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30

（億円）
●仙台港IC
（H24.12開通）

●富谷JCT～富谷IC
（H25.12開通）

●利府中IC～松島海岸IC
（H24.7 4車化開通）

「ぐるっ都・仙台」 H22年3月完成

●大衡IC（H22.12開通）

●利府JCTフル化
（H22.10開通）

●利府しらかし台IC～
富谷JCT（H22.3開通）

●仙台港北IC～利府中IC
（H28.3 4車化開通）

至 東京

至
山
形

至
気
仙
沼

「ぐるっ都・仙台」
仙台都市圏高速環状ネットワーク

2,850

11,250

速度低下状況(利府しらかし台~利府JCT)
提供：NEXCO東日本

①時間信頼性の確保の観点
⇒ 交通量：計画の約1.4倍(渋滞)

②事故防止の観点
⇒ 事事故：約25回/年

③ネットワーク代替性確保の観点
⇒ 通行止：約10回/年

〇 仙台北部中核工業団地群周辺で，複数の新工場がR3稼働予定
〇 コロナによる社会情勢の変化（医療関係物資生産等の動き）
〇 東京一極集中等によるリスクを減少・回避（地方分散が必要）

仙台北部道路の現状・課題

＋21
20



宮城県財源確保に関する提案

『 安定的な財源による，将来世代も使いやすいネットワークの整備・管理 』 を推進 12

・ 新型コロナウイルス感染症による料金収入の低下
・ 料金収入の低下は今後も続く可能性がある

〇 14,000km うち 未整備は約2,100km（整備率85%）
⇒ 東北の未整備は約490km（整備率78%）・・・日沿道等

ミッシングリンク解消
〇 暫定2車線の優先整備約880km（うち事業化約110km）
⇒ ４車線化の未事業は約770km・・・仙台北部道路等

暫定2車線区間の４車線化（財政投融資の活用）

【提案】 「料金徴収期間の柔軟な対応」による財源確保

【提案１】
R33以降の料金徴収期間における建設債務の償還

料金収入による
建設債務 償還

料金収入による
更新債務 償還

H17 R32 R42

現在

変更

料金収入による建設債務 償還

料金収入による
更新債務 償還

R47R42H17 R32

償還期間 料金徴収
期限

【提案２】
料金徴収期間のＲ47以降への延長 ※法改正が必要

R47H17

料金収入による
建設債務 償還

理由 ：利用者負担は世代間の公平性を考慮（今の世代だけでなく将来世代も負担）

道路整備特別措置法
における料金徴収期間

新規路線・４車線化の財源確保が大きな課題

必要な道路整備費用を償還
できる料金徴収期間を確保現在

変更 道路整備特別措置法
における料金徴収期間 延長


